
書き込み年表 advanced ①、　エジプト、メソポタミア文明(アケメネス朝まで）

エジプト パレスチナ シリア アナトリア メソポタミア イラ
北部 南部 北部 中央部 南部 ン

農耕と牧畜、定住の始まり
・オオムギ、コムギの種を植えて育てる(種子の何倍もの収穫) ・動物を飼い,食用とする(肉,乳製品)
農耕、定住から文明へ
・牛に鋤(すき)を引かせて畑を耕す(耕地面積拡大)余剰農作物 ・分業化(建築,土木工事など)
・灌漑(水路)を引き,管理する の発生 ・官僚制度(灌漑,生産の管理,徴税)
都市の誕生 ・市場での交換(商人の誕生)
・灌漑の管理 ・生産の管理と税(年貢)の徴収
・神殿の建設,管理(自然崇拝=豊作を願う,洪水を鎮める),儀式を行う 周辺の農民に進んで年貢を納めさせるため
・軍隊を編成(農地,灌漑の分配から生じる争い) ・食料,物品の管理に文字を用いる(楔形文字など)
・余剰生産物と他の生産物との交換(ぶどう酒,毛織物,青銅器など)

B. C. 前3000年頃、統一国家形成 シュメール
3000 ウルのジックラド(聖塔) 都市国家

クフ王(ピラミッド時代) 「ナイルのたまもの」 楔形文字(物資の保管,分配) (ウル,ウルク,ラガシュ)
2500 定期的な増水,氾濫(夏) 60進法,太陰暦

古王国(第3～6王朝) 太陽暦を採用 アッカド人 (最初の統一国家)
首都：メンフィス (増水の時期を予測) セム語系

測地術(耕地の分配) (アフロ=アジア語族の一つ)
2000 中王国(第11～12王朝) →幾何学の起源

首都：テーベ 神権政治
王は神の化身 (インド=ヨーロッパ語族) バビロン第一王朝

最高神アモン=ラー国土と人民は ヒッタイト 前1894～1595頃 「目には目を」
王のもの 首都：バビロン 身分による刑罰の差

前1670頃 戦車戦法 ハンムラビ法典(復讐法、身分法)
ヒクソス侵入 鉄製武器の使用

1500 (ヒクソス追放)
新王国(第18～20王朝) ミタンニ カッシート
アメンホテプ4世
首都:テル=エル=アマルナ アッシリア王国
アトン信仰(一神教) 前1266
アマルナ美術 カデシュの戦い バビロン諸王朝
出エジプト(前13世紀) フェニキア (海の民(前1200頃)) ヒッタイト滅亡

1000 シドン ヘブライ アラム
(リビア人支配) ティルスなどダヴィデ 内陸貿易 フリギア

フェニキア文字 ソロモン で活躍 王国
(アルファベットの起源) イスラユダ
地中海交易独占 エル アラム語,国際商業語に
植民市(カルタゴなど) イスラエル滅亡 サルゴン2世

700
(アッシリアオリエント一時統一)

アッシリアの暴政への反乱 首都ニネヴェ陥落
エジプト (4王国時代) リディア王国 新バビロニア メディア王国

600 ユダ滅亡(バビロン捕囚) ネブカドネザル2世

アケメネス朝
初めての「世界帝国」 キュロス2世

(キュロス,ユダ解放) アケメネス朝 (オリエント統一)
500 (ギリシア都市国家群) ユダヤ教成立 ダレイオス1世　　 王の道建設

ペルシア戦争(前500～) 選民思想,終末思想,メシア信仰 新都ベルセポリス建設
マラトンの戦い(前490) クセルクセス1世
サラミスの海戦(前480) アケメネス朝の統治

フェニキア海軍,ペルシア側に ①各州に知事(サトラップ)置く アルタクセルクセス1世
(ギリシア征服失敗)  (地方の自治を認める)

②異民族の文化を尊重 ①,②,アッシリアと異なる寛大な統治
400 ③監察官により情報収集 ③,④,同時に中央集権強化

 (「王の目」「王の耳」) ⑤,交易の保護,商人を利用
④軍道「王の道」整備,駅伝制 ペルシアの統治体制(官僚制度)
⑤商取引保護(フェニキア人, パルティア,ササン朝に受け継がれ

(マケドニア)  アラム人） イラン人は後のイスラーム
アレクサンドロス大王 イッソスの戦い(前333),アルベラの戦い(331) 世界で官僚として登用される
アレクサンドロスのオリエント統一 アケメネス朝滅亡(前330)
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